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生涯スポーツ実践研究年報

子どもと先生に起きている実態を
どうするのか？

•スポーツを選択しない子どもの増加
•先生の過酷な勤務
その解決の一つに→ 運動部活動の地域移行

前提となる「第３期スポーツ基本計画」

今の先生たちに起きていること ②

今の子どもたちに起きていること ②

• 「運動やスポーツが嫌い（やや嫌い）」と答える子どもは増加している

（文部科学省 全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果より）

•部活動参加率は急落

５４％→５０％

スポーツは

選択されなくなっている？

令令和和３３年年 （（令令和和元元年年）） 小小学学校校 中中学学校校

男子 ９.０％ （６.６％） １２.７％（１０.８％）

女子 １６.４％（１２.２％） ２４.７％（２０.９％）

体育・スポーツ
運動部活動地域移行の背景
今、子どもたちに起きていること ①

少子化

1 運動部活動の地域移行の背景運動部活動の地域移行の背景

運動部活動の地域移行とは
〜提言の趣旨と移行のポイント〜

鹿屋体育大学
生涯スポーツ実践センター

協力者会議
2022年１２月６日（火） 10時20分〜50分

東海大学体育学部体育学科 内田匡輔
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子どもと先生に起きている実態を
どうするのか？

•スポーツを選択しない子どもの増加
•先生たちの過酷な勤務
その解決の一つに→ 運動部活動の地域移行
＜課題＞
〇近年、特に持続可能性という面で厳しさを増しており、
中学校生徒数の減少が加速化するなど深刻な少子化が進行。

＜生徒数：昭和61年589万人→令和3年296万人に半減、出生数：令和2年84万人＞

〇競技経験のない教師が指導せざるを得なかったり、休日も含めた
運動部活動の指導が求められたりするなど、教師にとって大きな業務
負担。
＜土日の部活動指導：平成18年度1時間6分→平成28年度2時間9分に倍増＞

〇地域では、スポーツ団体や指導者等と学校との連携・協働が十分
ではない。

子ども

先生

では、スポーツ団体や指導者等と学校スポーツ団体 指導者等 学校
地域スポーツは “これから” の取り組み

はじめに（２p〜）

2 提言からガイドラインへ

子どもと先生に起きている実態を
どうするのか？

•スポーツを選択しない子どもの増加
•先生たちの過酷な勤務
その解決の一つに→ 運動部活動の地域移行
＜課題＞
〇近年、特に持続可能性という面で厳しさを増しており、
中学校生徒数の減少が加速化するなど深刻な少子化が進行。

＜生徒数：昭和61年589万人→令和3年296万人に半減、出生数：令和2年84万人＞

〇競技経験のない教師が指導せざるを得なかったり、休日も含めた
運動部活動の指導が求められたりするなど、教師にとって大きな業務
負担。
＜土日の部活動指導：平成18年度1時間6分→平成28年度2時間9分に倍増＞

〇地域では、スポーツ団体や指導者等と学校との連携・協働が十分
ではない。

子ども

先生

地域

これからのスポーツの姿 ②
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まとめ
運動部活動の地域移行を踏まえ考えること

① （まず）子どもと先生の現状を知る

②地域スポーツはこれからの取り組み

③ ”スポーツの本質“を踏まえた活動

地域移行は「すべての子ども」のため
➡ スポーツを全ての人に届ける “ラストチャンス”

▶ スポーツは「世界共通の人類の文化」

基本法における「スポーツの本質 ≒ 部活 ↔ 授業

体育・スポーツを次世代に残すために
“ 指導者の確保と質 ”


